
　

去
る
５
月
３
日
、
４
日
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
利
用
し
、
友
人
の

入
院
見
舞
い
の
た
め
、
車
で
郡
山
市

に
あ
る
病
院
を
目
指
し
ま
し
た
。
首

都
高
速
道
路
飯
田
橋
入
口
を
午
前
９

時
30
分
に
入
り
東
北
自
動
車
道
に
向

か
い
、
こ
れ
か
ら
か
な
り
の
混
雑
を

予
想
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
浦
和
あ

た
り
か
ら
案
の
定
、
渋
滞
に
は
ま
り

ま
し
た
。
時
間
の
経
過
と
共
に
休
憩

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
羽
生
、
佐

野
、
都
賀
西
方
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

入
口
が
４
０
０
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト

ル
の
行
列
な
の
で
断
念
し
、
よ
う
や

く
大
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
着
い
た

の
が
午
後
1
時
で
し
た
。

　

昼
食
を
と
る
に
も
一
苦
労
で
待
ち

時
間
が
40
分
、
食
事
を
し
て
休
憩
で

す
。
黒
磯
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
渋
滞

も
か
な
り
少
な
く
な
り
ス
ム
ー
ズ
に

走
れ
ま
し
た
。
郡
山
南
イ
ン
タ
ー
を

降
り
病
院
を
目
指
す
も
今
度
は
道
に

迷
っ
て
し
ま
い
目
的
地
到
着
が
午
後

４
時
く
ら
い
で
し
た
。
友
人
に
は
途

中
か
ら
連
絡
せ
ず
じ
ま
い
で
事
故
で

も
あ
っ
た
の
か
と
心
配
を
か
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
何
は
と
も
あ
れ
足
の

骨
折
も
大
分
良
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
安
心
し
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
で
話

が
弾
み
ま
し
た
。

　

帰
り
は
田
舎
の
実
家
で
１
泊
で

す
。
今
日
は
東
堂
山
の
お
祭
り
で
餅

を
つ
い
た
と
の
こ
と
で
昔
の
味
を
思

い
出
し
な
が
ら
夕
食
を
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
都
会
で
は
滅
多
に

味
わ
え
な
い
タ
ラ
の
芽
や
ノ
ビ
ル
な

ど
を
い
た
だ
き
、
小
野
の
街
並
み
を

ド
ラ
イ
ブ
し
つ
つ
小
野
イ
ン
タ
ー
か

ら
帰
路
に
向
か
い
４
日
午
後
４
時
に

到
着
し
た
次
第
で
す
。

　

久
し
振
り
の
ふ
る
さ
と
訪
問
で
懐

か
し
さ
と
車
の
多
さ
に
驚
い
た
体
験

で
し
た
。

村上　均

●小戸神出身
●東京支部

むらかみ・ひとし

　

国
民
年
金
に
は
、
失
業
し
た

場
合
や
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は「
猶

予
」（
先
送
り
）さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
受
給
権
や

万
一
、
障
害
を
負
っ
た
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

申
請

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た

は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
一
部
免
除
の
場
合
、
減
額

さ
れ
た
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と

一
部
免
除
が
無
効
と
な
り
、
未
納

期
間
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

国民年金コーナー

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
方（
学
生
を
除
く
）

で
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
手
続
き

　

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
へ「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

申
請
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
は
役
場
窓
口
ま
た
は
年

金
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）

●
必
要
な
物

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場

合
は
不
要
）

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写

し
、
離
職
票
の
写
し（
失
業
等
に

よ
る
申
請
の
場
合
の
み
）

●
受
付
期
間
な
ど

　

平
成
27
年
度
分（
平
成
27
年
７
月
か

ら
平
成
28
年
６
月
分
ま
で
の
保
険
料
）

の
免
除
な
ど
の
受
け
付
け
は
、
平
成

27
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
過
去
の
期
間
に
つ
い
て

も
、
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
ヵ
月

前
の
月
分
ま
で
遡
っ
て
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
︲
９
３
２
︲
３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
︲
６
９
３
３

保険料の納付が困難な場
合には免除・納付猶予制
度を利用しましょう！

　　　　～前年所得が以下の計算式の範囲内であること～
免除の区分 計算式（前年度の所得） 審査対象

全 額 免 除 （扶養親族等の数＋１）
×35万円＋22万円

本　人
配偶者
世帯主

４ 分 の ３ 免 除 78万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額等

半 額 免 除 118万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額等

４ 分 の １ 免 除 158万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額等

若年者納付猶予 （扶養親族等の数＋１）
×35万円＋22万円

本　人
配偶者

別表１　■免除申請などの所得の基準別表 2　■受給資格期間・年金額の違い

納付状況
年金の種類

納付 全額
免除

一 部 免 除
（一部納付）

若 年 者
納付猶予 未納

老
齢
基
礎
年
金

受 給 資 格 期 間
への算入 ○ ○ ○ ○ ×

年金額への反映 ○ ○ ○ × ×

障害・遺族基礎年金
受給資格期間への算入 ○ ○ ○ ○ ×
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